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[発表の概要] 

 本研究では、食品由来の３種類のフラボノイドについて、オートファジーの主要な制御シグナルで

あるmRORC1の関与およびその分子作用機構を解析することを目的とした。研究の結果、３種のフ

ラボノイドがmTORC1とは異なるメカニズムによってオートファジーを活性化させることを明らか

にした。 

 

[成果] 

 カロリー制限などによるmTORC1依存的な栄養飢餓誘導性のオートファジーは健康リスクを考え

ると現実的ではない。したがって、本研究で用いたフラボノイドは栄養飢餓シグナルに依存しないオ

ートファジーを誘導する食品成分であることが示唆され、より健康に負荷をかけないオートファジー

活性成分として有用であると考えられる。 
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